
吉和地域にも春がやってきました   

冬の寒さが和らぎ、吉和地域にもやさしい春の訪れが感じられ季節となりました。水仙や桜が咲き誇り、地

域のあちこちで春の彩が広がっています。今年も水仙ロードや桜を見に多くの方が

吉和へお越しくださいました。自然の美しさに触れながら、ゆったりとした時間を過

ごしていただけたのではないでしょうか(^^) 

また、ラジオや SNSなどをきっかけに、吉和に関心を持ってくださる方も増えてお

り、改めて情報発信の大切さを実感しています。 

今後もホームページやインスタグラムを通じて、四季折々の魅力やイベント情

報をお届けしていきます。 

これからは新緑がまぶしい季節！キャンプ

や登山など、自然を満喫するにはぴったりの季節です。 

ぜひ吉和の春から初夏への移ろいを楽しみにお越しください(^^♪ 

 

アマゴが解禁の時期になりました    

４月１日(水)から吉和川にて「アマゴ」が解禁になりました。 

今年は残念ながら雨の降る中での解禁日となりました。しかし朝

早くからたくさんの方が川におられ、午前８時までに多い方は３０～

３５匹の釣果を上げており、釣りを楽しむ姿が見られました。 

今後も雨が降る日も多いかと思いますが、急な川の増水などの

危険性もありますので天候には気を配っていただき安全に楽しん

でいただければと思います。 

遊漁の際には、遊漁券の購入が必要となります。購入されていないと一

切の漁ができませんのでご注意ください。また遊漁券は良く見える位置に装

着して漁を行うようにしてください。ゴミなどに関しては、必ず持ち帰り投げ捨

てなど行わず漁場をきれいに保つようにご協力をよろしくお願いいたします。 

マナーを守り、皆さん気持ちよく釣りを楽しんでください!(^^)! 

ご不明な点は吉和川漁業協同組合へお問い合わせください。 

TEL:０８２９－７７－２９１１ 
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ご存じですか？千手寺
せ ん じ ゅ じ

鐘
しょう

(広島県重要文化財) 

この鐘は、筑前
ちくぜんの

遠賀庄
くにおんがのしょう

黒山
く ろやま

千手寺
せ ん じ ゅ じ

のもので、江戸末期に西本願

寺から太
うず

秦
まさ

の広隆寺の鐘となり、現在は吉和教龍寺にある。東京国

立博物館には、文化六年(１８０９年)に市河
いちかわ

寛
かん

斎
さい

が広隆寺で得たこと

を記した拓本が所蔵されており、調査の結果その彫刻名は、現教龍

寺のものと完全に一致した。 

この鐘は、竜頭の向きが撞座
つ き ざ

と並行する方向にあり、それが鎌倉時

代以降にみる新形式であること、撞座の位置は時代が降るにしたがっ

て下方にさがる傾向にあるが、本鐘はまだ高い位置にあること、口縁

部の駒の爪がわずかにふくらみを持っていることなどから、銘文にある

明徳五年の時代的特色に相応した姿をしている。 

また、芦屋
あ し や

鋳物師
ちゅうぶつし

の作と推定され、厳島千畳閣
いつくしませんじょうかく

にかかる応永五年(１３９８年)の赤間鐘と作風も近似する。 

こうしたことから、本鐘は国の鋳造史の上からも室町時代の貴重な遺例であり、広島県指定の重要文化

財となった。(教龍寺梵鐘１ 平成５年１０月１８日指定参照)  

 

吉和運動会が開催されます！ 

５月２４日（日）に吉和グラウンドにて令和８年度 吉和運動会が開催されます。今年度も午前中のみの開

催です。吉和学園・吉和保育園の子どもたちや地域対抗での

様々な競技が予定されています。 

地域の子どもたちの精一杯頑張る姿を見ることができる数

少ない機会です。近所の方を誘っていただきぜひ大勢でお越

しください。吉和音頭など会場の方全員で行う競技もあります

ので、ぜひお越しの際は参加していただきみんなで楽しく踊り

ましょう！ 

【地域組分け】 

１組（白） 伴蔵・頓原・潮原 

２組（赤） 中津谷・半坂・大向 

３組（青） 花原・田尻・細井原 

４組（黄） 妙音寺原・石原 

５組（紫） 市垣内・田中原・熊崎・駄荷 

 
吉和の人口(令和８年４月１日)現在 

 総 人 口 男  性 女  性 世 帯 数 

５２１ ２５８ ２６３ ２９７ 

先 月 比 －２３ －６ －１７ －１８ 

 


